
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                    
   
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年の一番です。放射線技師をしています。毎年、職場内でのもがきを 
事細かく具体的に伝えてくれる卒業生です。 
後輩たちを何とかして一人前にしてやりたい、次にできる後輩たちに 
適切な指導ができるようになってほしい、その想いが溢れる今年の年賀 
ではありました。                  (34 歳 男性) 

親に代筆させてまで義理を果たす、いや、親が気を遣って 
代筆してくださったのかもしれません。 
高校時代は親への反発しかなく、何を言われても反抗し 
或いは無視する姿ばかりでしたが、大学入試を前にして 
初めて本心を保護者に伝え、父親と同じ道を進む決意を 
卒業生です。 
結果はそんな甘いものではなく、一年間血を吐くような 
努力と言葉も出ない投資をしてもらい，一年後医学部に 
進学し、今に至ります。 
あと何年後になるか分かりませんが、跡を継いだときに 
改めて親の思いに気付けるかもしれません (29 歳男性) 

高校一年で、部活動での悩みから不登校に陥った生徒です。 
転学も視野に入り出した頃に、自分で自分の抱える問題に 
立ち向かい、不登校を脱しました。 
部活動は辞めましたが、「教師になる」決意と共にそこから 
見違える姿、自信を溢れさせて、残りの高校生活を過ごして 
くれました。 
国公立大学後期試験の面接で、自分が過ごした高校時代の 
こと、そこで得たこと、教師となり伝えたいことを伝えて 
見事合格。その後、充実した四年間を過ごせたようです。 
一度や二度の立ち止まりは失敗ではない。大切なのはその 
立ち止まりから何を得、何を学ぶきっかけを持つかですね。 

 自ら悩み、悩んでいる児童に寄り添う姿を期待して、来年 
 の年賀状を楽しみにしようと思います。   (23 歳男性) 



 
 
 

本校にも数度訪ねてきてくれた卒業生です。 
四月から東京工業大学大学院に進学します。 
昨年、前任校に教育実習で帰ってきて訪ねてきた折り 
に、伝えることの難しさ、伝わることの大切さの話を 
しました。 
研究職に進むと考えていますが、場合によっては数年 
先に、教員として現場に現れる可能性も秘めているの 
かと思うような文面です。       (23 歳男性) 

部活動の付き合いも一年。学年で授業を教えたわけでは 
ないのですが、長い縁となりました。 
部活動的には力のある生徒でしたが、高３の総体を前に 
立っているのもやっとである怪我をしてしまったけれども 
本人の強い意志で、痛み止めを打ち患部を固定して大会に 
臨み、自己ベストを出しました。建築関係への進学を強く 
希望したのですが、現役での大学合格は叶わず、とある建築 
大学校への進学をしました。 
その後の活躍は、ただ何となく大学に進学し、ぼんやり日々 
を過ごした者よりも明らかに充実度は違い、仕事のやり甲斐 
を毎年のように活き活きと報告してくれます。 
人生の伴侶も得たとの報告も聞き、益々の活躍を祈るばかり 
です。                  (27 歳 女性) 

昨年も紹介した卒業生の続編です。捨てきれない想いは岩をも 
砕いたようで、島の素朴な子ども達と充実した日々を過ごして 
いるようです。 
恐らく兵庫に帰ってくることはもうないかもしれないけれども、 
11 月に紹介した白バイ先導員とともに、いろんな気付き、こだ 
わり、成長を遂げていってくれています。 
お正月にこの年代を一番下にして、多くの高砂南高校卒業生が、 
新年会をしてくれました。厳しく激しい指導を懐かしむ声だけで 
なく、自分たちがいまそれを活かせていることがたくさんあると 
言ってくれることが、自分を信じて伝えてきてよかったと思わせ 
てくれました。 
自分自身は厳しく指導したのは、いい加減な時間を過ごしていた 
ときくらいで、結果に対しては一切指導したことはないと思って 
いるのですが。                (33 歳 男性) 



 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左は、帰国子女で英語は抜群、国語は 
致命的な生徒でした。もとは東北大学 
で航空工学の学びを志しましたが、 
叶わず上智大学進学後、今に至りま 
した。自分を知り、自分を鍛え続ける 
ことの大切さを教えてくれますね。 

(29 歳 男性) 
右は、結果的には二年続けて室蘭工業 
大学に合格、その後、大学院で二年 
どっぷり室蘭に浸かっていましたが、 
目指したかった開発業務に携われる 
ことになったようです。 
粘り勝ちと簡単には済ませられない
が、想いを努力に変えた結果ですね。 
          (25 歳 男性) 

長距離をしていた生徒で、警察官、公務員を 
経て、教員採用試験に合格、現在定時制高校 
に勤務しています。 
背中を押すと言うよりも肩に言葉を投げ掛け 
続けて、押し潰す寸前だったかもしれません。 
が、本人が「いま」背中を押してもらってい 
ると言うならその言葉を大切にしましょう。 

(36 歳 男性) 

 学年に助っ人で授業に行き、一年だけの関わりである 
生徒でしたが、「これでもか」と言うくらいに、納得が 
いくまで質問攻めにあっていた生徒です。 
「理解しないのは恥ずかしい、できないのは悔しい」 
とよく言っていました。 
そのやり取りの中での掛け声を「怒号」と言われると 
ねぇ。まぁ、(笑) なので、お約束の一文なのでしょう。 

(25 歳 女性) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本年、「年賀終い」の文言を含んだ年賀状も多く届きました。時代の流れで仕方ないと思います。ただ、それら 

の多くは、通信面が業者に発注されたかなりの厚みを帯びた葉書で、それ以外の文字を見ることはできないもの 
でした。通信費が１枚８５円となり、家族写真等をそれなりにしてもらおうと思えば、その作業に対して、１枚 
５０～１００円ほどかかるのだろうなぁと思いつつ、年賀終いも当たり前なのだろうと思いました。 
 一方で、有り難いことに生徒関係で２００枚弱ほどの年賀状も届きました。もちろん、こちらから送っている 
こともありますが、私自身が「年賀終い」を考えたとき、その心を見抜いてか「先生の便りを毎年楽しみにして 
います」などと一言付け加えられているものも、今年は多かったです。「これを機会に終うん違う？」を、先に 
阻止されたのかも。 
 ただ、そんなことよりも今回紹介したものだけでなく、一年に一回のやり取りの中に、その一年間が伝わって 
くる葉書を頂くに付け、「終ったらあかんなぁ」と考えた２０２５年の初春でした。 
 また、多くの訃報も届きました。お世話になった方の訃報は，寂しさも哀しさも言い尽くせないお礼の言葉も 
山ほどあります。ただただ冥福をお祈りするしかないのですが。 
 
 紙面には、書いたことに対する「責任」が残ります。伝えたいことを書く「想い」が形になります。卒業して 
すぐは、「挨拶」の面倒臭さがあったのかもしれませんが、今、時が過ぎて自分の立場が変わったときにふっと 
振り返った様子を一言添えられた葉書を見て、その「卒業生」の礎に関わらせてもらえていることを感謝せずに 
はいられません。それを 2025 年は強く感じて、一年間大切にしたいと思います。 
 

                                ２０２５ 私の通知表 

 代筆(2)の紹介です。以前、散歩道で紹介を 
した、新米を送っていただいた方です。毎年、 
卒業生以上に気に掛けていただき有り難い 
限りです。 
毎年達筆で、文章を読み取りつつ内容の理解 
を図る際に、お母様の心根も知ることができ 
私自身も救われるところも多く、楽しみに 
してしまいます。卒業生自身は、同窓会での 
会話でお礼は言ってくれますが、すっかりと 
お母様の代筆を当たり前にしているところ 
は少しけしからんですね。 

(29 歳 男性の保護者) 


